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株式会社大津屋と小川家1

1573 年の両替商•酒造業として始まった株式会社大津屋(福井県福井市)は、時代と環境の
変化に合わせ、酒造業、酒類卸業、酒類小売販売業、コンビニエンスストア事業、中食事
業、複合型の「ダイニングコンビニ」事業、そして 2007 年には教育事業、という発展を遂
げてきた。一見すると全く脈絡のない業態転換を繰り返しているように見えるが、株式会
社大津屋の小川明彦は「全て繋がっている」と語る。また新規事業に進出する際は、その
事業の経験者を採用するのではなく、素人の既存社員に担当させるという方法をとってい
る。果たしてその意図は何であろうか。売上約 17 億円のファミリービジネスが、長い歴史
の中でどのような方針で事業展開を行ってきたか、地域社会とどのように向き合ってきた
のかを考えるケース。
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本ケースは、慶應義塾大学ビジネススクール国保祥子（D15）がクラス討議の資料として用いるために作
成した。経営管理の良否あるいは関係者の判断の適否を示唆するものではない。本ケースの作成にあたっ
ては、株式会社大津屋関係者の方々に多大なるご協力をいただきました。深く御礼申し上げます。
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